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資料１ 「教育組織改革」を通じた「地方創生」への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各学部の強み・特色 を活かした「地域の拠点化」と「有機的連携」による地域活性化

「教育組織改革」 を通じた 「地方創生」 への取組

人文学部
↓

人文社会科学部
地域協働学部

教育学部
↓

教員養成課程
への特化

理学部
↓

理工学部（仮称）

農学部
↓

農林海洋科学部

H28再編Ｈ27新設 H27再編 H29再編予定

医学部
↓

医師・看護師養成
の充実

H28再編

地域連携 の 深化

イノベーション創出に
資する知見の提供・充実

「地域協働」による教育の全学展開
（教育手法、教育フィールドの共有）

地域・社会のニーズを踏まえた
総合的教養教育の全学展開

地方創生 への取組を支える 基盤強化

○ 「高知県産学官民連携

センター（ココプラ）」を通じた
県内高等教育機関の連携

○ 「地方創生推進士」認定に

よる地域への人材の定着（Ｃ
ＯＣ＋）

ガバナンス改革

○ 学内資源（学生定員・教員ポイント）
の再配分

○ 外部のステークホルダーの意見
を取り入れた学部運営

○ 年俸制等の人事・給与 システム改革

○ 学長による学部長の指名
地域協働学部運営会議

○ ＵＢＣの活動を通じた地
域課題の掘り起し、ニーズの
把握と効果的なマッチング

地域コーディネーター（UBC）
高知県産業振興推進地域本部に
ＵＢＣ（特任教員）４名が常駐。

地域産業振興監
地域支援企画員

高知県産業振興推進地域本部

７か所に常駐。

高知県 高知大学

地 方 創 生
地域教育を⽅向づける

「教養教育」と「教員養成」の拠点
【教育学部 ・ 人文社会科学部】

「産業振興・
イノベーション創出」の拠点
【農林海洋科学部 ・ 理工学部】

地域との「協働」の拠点
【地域協働学部】

◆高知県の教育課題に対応した
教員養成

◆人文科学と社会科学を融合し
た教養教育

◆基幹産業（第一次産業）の振興と
海洋系イノベーションの創出

◆工学系・防災系イノベーション
の創出

◆学部教育と地域貢献の一体的な推進

◆地域をフィールドとした600時間実習
の展開

⽣命と健康に
係わる「地域医療」の拠点

【医学部】

◆医師・看護師の地域への定着

◆災害・救急医療学等を通じた
地域ニーズへの対応

異分野融合・文理融合型
の教育研究の展開



 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 各機関からの要望書 

（学外機関作成のため省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 高知大学における教育組織改革 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高知大学における教育組織改革

人文学部 295名

人間文化学科

国際社会コミュニケー
ション学科
社会経済学科

・グローバル人材
の育成

・人文社会科学の
地域の知の拠点

教育学部 170名

学校教育教員養成課程
生涯教育課程

土佐
さきがけ
プログラム
（２５名）
※内数

学士課程（５学部：入学定員 1,075名）

改革方針 ：機能強化のための再編成、地域再生の核となる大学、総合的教養教育の実現、専門職業人の育成強化

平成26年度平成26年度

平成27年度以降平成27年度以降

理学部 270名

理学科
応用理学科

医学部 170名

医学科
看護学科

農学部 170名

農学科

学士課程（ ６学部：入学定員 1,075名）

人文社会科学部
人文社会科学科

275名

教育学部
学校教育教員養成課程

130名

医学部

医学科
看護学科

170名

理工学部 ※
数学物理学科
情報科学科
生物科学科
化学生命理工学科
地球環境防災学科

240名

農林海洋科学部
農林資源環境科学科
農芸化学科
海洋資源科学科

200名

地域協働学部

地域協働学科

60名

土佐
さきがけ
プログラム
（２５名）
※内数

※ H29改組予定の学部・学科名称は、

すべて仮称である。

H28再編 Ｈ27新設H27再編 H29再編予定

・教員養成学部
への特化

・地域教育のシン
クタンク

・地域に密着した
農学教育

・海洋・海底資源分
野融合によ るイ
ノベーション創出

・医師・看護師
養成機能の
強化

・地域医療教育
の推進

・基礎・応用理学
教育の充実と
専門職業人の
育成

・防災系組織の
設置

・地域協働型産業
人材の育成

・社会人教育・生涯
学習

・ＣＯＣ教育を主導

H28再編

学生定員・教員数（教員ポイント）の20％を「学長預かり」として戦略的に再配分を実施



 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 高知大学理工学部設置構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高知大学 理工学部（仮称）設置構想
社会のニーズ

第５期科学技術基本計画、科学技術イノベーション
総合戦略2015

◆科学技術イノベーションを支える人材力の強化

国土強靭化基本法、南海トラフ地震防災対策推進基本計画
◆防災教育の徹底、分野横断的視点による災害に強い国・地域づくり

生物多様性基本法、まち・ひと・しごと創生長期ビジョン
◆環境との共存、自然資源の有効活用による地域づくり

高知県の課題・ニーズ
◆産業基盤の弱体化 ◆理工系人材の養成と地域イノベーションの創出への期待 ◆豊かな自然と地域特性を生かした持続可能な地域社会づくり ◆南海トラフ巨大地震等自然災害対策 など

理工学部（仮称）

生物科学科

生物多様性の保全に係る地
域のシンクタンク機能

様々な地域の環境保全
リーダーを育成

化学生命理工学科

グリーン＆ライフ
イノベーションの創出

グリーン＆ライフイノベー
ションリーダーを育成

地球環境防災学科

防災・減災の視点
防災イノベーションの創出

自然共生型社会の構築・
発展のリーダーを育成

学内（他学部）
防災⼯学系教員

４名

「理学」を基盤とした「理工学部（仮称）」の創設

「地域の再生」に欠かせない「地域イノベーションの創出」と「持続可能な地域づくり」に向け、
学内外の資源を結集させ、「高知大学独自の理工学部」へ転換

高知大学独自の「理工学部」への転換

総合研究センター
防災部門

防災・減災に関する
地域貢献活動の実績

農学部

工学的視点からの防災・
減災教育研究の実績

理学部
（理学科） （応用理学科）

地域や国際社会で通用する
専門職業人の育成の実績

水熱化学実験所

全国の大学、民間研究機関等との
共同研究、受託研究の実績

高知地震観測所

四国内に８か所の常時観測点を有し、
四国周辺の震源域の研究を実施

海洋コア総合研究センター

「地球掘削科学に関する共同利用・共
同研究拠点」として地球科学の実績

学外（新規採⽤）
理⼯系教員
４名

学外（新規採⽤）
理⼯系教員
８名

学外（新規採⽤）
理⼯系教員

1名

学士（理工学） 学士（理工学）学士（理学）

物質・生命工学等の強化 防災工学面の強化

数学物理学科

自然科学・科学技術イノベー
ションの基盤

様々な理系分野で活躍
できるリーダーを育成

情報科学科

数理的理解を伴った
情報イノベーションの創出

高度情報化社会で活躍
できるリーダーを育成

学士（理学） 学士（理工学）

情報工学の強化



 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 高知県の地域特性と高知大学理学部の強み・特色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高知県の地域特性と高知大学理学部の強み・特色

「地域のイノベーション創出」、「地域特性を生かした持続可能な地域づくり」に不可欠な「基盤」が存在

【地域や国際社会で通用する専門職業人の育成】（理学部）
・世界トップ水準の磁性と超伝導の研究実績
・日本有数の魚類標本コレクションと生物進化・地球環境研究の実績
・海洋生物を活用した遺伝子生命研究
・長期的視点からの地震発生メカニズムの調査研究実績 等

強み①

【共同研究、受託研究】（水熱化学実験所）
・全国唯一の「水熱」に関する研究施設
・全国の大学、民間研究機関との共同研究、受託研究の実績
・水中での燃焼現象（湿式燃焼）、ＰＣＢの分解、放射線廃棄物処理、
イオン伝導体などの新素材の合成 等

強み②

【工学的視点からの防災・減災教育研究活動】（農学部）
・地盤防災学、防災水工学、山地砂防学、施設工学等の分野における教育研究実績

【気象災害・地震災害や斜面災害の変動メカニズムの研究実績】（理学部）
・地球変動予測や気象災害（豪雨災害・竜巻災害）、地震災害研究の実績

【四国付近の地震の時空間分布、地震発生のメカニズム等の研究実績】
・四国内に８か所の常時観測点を有する地震観測所の研究実績
・観測結果をＨＰで30分おきに自動的に公開

強み③

【防災・減災に関する地域貢献活動】（総合研究センター防災部門）
・自然災害メカニズムの科学技術研究に基づく地域防災活動支援
・地域の小中高校、自主防災組織等学習会などにおける防災教育活動
・「高知大学防災インストラクター認定制度」による防災人材の育成実績

強み④

【第１次産業は盛んだが第２次産業の基盤が
極めて脆弱】
・製造品出荷額 全国最下位
・県内総生産額 全国４６位
・財政力指数 全国４６位

出典：総務省・経産省経済センサス活動調査結果、
工業統計調査 等

地域特性①

【自然災害多発地域】
・台風、豪雨、竜巻、土砂災害、南海トラフ巨大地震等の対策が急務

地域特性③

地域特性・理学部の強みを活かし、「理学を基盤」とした高知大学独自の「理工学部」を創設

他府県にはない、「特有の地域特性」が存在

【温帯と亜熱帯の境界に位置し、生物圏の変化が注目される場所】

・室戸ジオパーク、四国自然史科学研究センター、黒潮生物研究所、
高知県立牧野植物園等における生物学研究活動

高知県の地域特性

高知大学の強み・特色

地域特性②



 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 理工学部設置の全体的効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



理工学部（仮称）設置の全学的な効果

理工学部

イノベーション教育
の全学展開

全学学士課程教育の充実

イノベーション研究の強化 全学的な地域貢献の深化

○ ⾼知⼤学独⾃の“防災教育”の充実
全学的な防災教育科目や防災推進センターと連携した

防災インストラクター認定制度の充実

○ “リスクマネジメント教育”の充実
共通教育等における「サイバーセキュリティ」等関連

科目の提供によるリスクマネジメント教育の充実

○ 広範な知識の提供
全学共通教育における「工学系科目」の充実

○ “イノベーション創出”に資する知識の提供
工学系教員の強化を通じた、産業人材の育成に関連する

他学部のイノベーション教育の充実
・ 「食品生化学」等の既存科目に加えて、自然科学系
科目の充実（地域協働学部）

・ 「海底資源環境学」、「海洋生命科学」や「農業工学」
等の分野での工学系科目の充実（農林海洋科学部）

○ “イノベーション創出”を⽀える知識の提供
「知的財産」等イノベーション創出に関連する科目の提供

○ 防災⾯における地域貢献
他学部や防災推進センターと連携した防災に関する

地域貢献の充実
・ 地域協働学部の「地域防災論」、「ソーシャルキャピ
タル論」等との連携

・ 医学部「災害・救急医療学」、「環境医学」等との連携

○ 産業⾯における地域貢献
農林海洋科学部等の自然科学系教員と連携した

産業面での地域貢献の充実
・ 農林海洋科学部との連携による第一次産業の
活性化

○ 産学連携分野でのイノベーション研究
基礎研究から応用・開発研究まで網羅した体制整備によ

る産学連携の研究体制の充実
・ 統合的バイオイメージング技術の開発
・ 病原菌の迅速検出技術の開発
・ 自然に優しい環境調和型物質変換プロセスの開発 等

○ 異分野横断型の連携
農林海洋科学部等との連携を通じたイノベーション研究

の充実・強化
・ 「海洋性藻類を中心とした地域バイオマスリファイナリー
の実現に向けた新技術の創出」事業などの発展



 

 

 

 

 

 

 

資料７ 理工学部構想人材育成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



理工学部構想 人材育成イメージ

生物科学科

２．学科ごとの育成する人材像

１．理工学部の育成する人材像

高知大学は，幅広い教養と高度で実践的な専門能力を身に付け，地域社会や国際社会の健全な発展に貢献できる人材を育成することを目標としている．その中で
も「環・人共生」の精神に立って地域が直面する諸課題を自ら探求し，解決策を提案できる人材の養成に重点を置いている．このような全学的方針に沿って理工学部
は，総合的な教養及び理学や理工学に関する専門的知識と理工学的な視点を有し，グローバル化する社会の中で自らが課題を発見しそれを解決していける能力を
身に付けさせ，地域社会や国際社会において，地域イノベーションの創出と持続可能な社会づくりに貢献できる人材を育成する。

様々な理系分野で活躍
できるリーダーを育成

様々な地域の環境保全
リーダーを育成

化学生命理工学科

グリーン＆ライフイノベー
ションリーダーを育成

地球環境防災学科

自然共生型社会の構築・
発展のリーダーを育成

数学物理学科 情報科学科

数学分野と物理学分野の
各専門分野に関する知識
を学ぶことで自然科学の基
礎となる理論を理解し，さら
に論理的思考力や問題解
決能力を強固に身に付け，
それらを用いることにより，
基礎理学の進展と応用を
目指し，社会における様々
な理系分野で独創性を発
揮して活躍できる人材を育
成する。

【卒業後の進路】

教育関係（教員，学習塾関係など），
公務員（国家公務員，地方公務員），
電気情報関連製造業（電気メー
カー，情報機器メーカー，機械メー
カー，ソフトウェア会社など），金融
関係（銀行など），製造業関係，大
学院進学など

情報科学分野に関連の深
い数学や物理学の学習を
通して論理的思考力を身に
付けさせ，さらに，計算シス
テム科学，ソフトウェア科学，
数理情報科学の各分野で
の教育研究を通じて，情報
科学の基礎から応用までソ
フトウェアとハードウェアの
両面にわたり高度情報化
社会で幅広く活躍できる研
究者や技術者を育成する。

【卒業後の進路】

電気情報関連製造業（電気メー
カー，情報機器メーカー，機械メー
カー，ソフトウェア会社など），教育
関係機関（教員，専門学校など），
公務員（国家公務員，地方公務員），
金融関係（銀行など），大学院進学
など

分子・細胞から生態系までの
様々なレベルにおける生物学
の知識に加え，進化の歴史も
踏まえた幅広い総合的な観点
からの生物科学の知識を有し，
野外調査や実験手法の基礎も
身に付け，国内外の様々な地
域に根ざした環境教育や生物
多様性や自然環境の保全に資
する人材，あるいはバイオ・食
品関連産業などを担える人材
を育成する。

【卒業後の進路】

教育関係機関（教員，博物館学芸員，出
版社，研究支援員，ジオパーク専門員な
ど），公務員（国家公務員，地方公務員），
環境関連産業，環境コンサルタント，地
質コンサルタント，食品産業，地域づくり
推進機関（NPO，自治体職員），バイオ

産業，大学院進学など

理学的思考と工学的思考を
シームレスに連携させた教育
研究を通して，化学と生命科
学に関する専門知識をもとに，
新しい物質材料の創製，機能
物質の開発やグリーンケミス
トリー，ライフサイエンス及び
バイオテクノロジー等の様々
な課題に対応し，社会の要請
に柔軟かつ創造的に対応で
き，豊かな人間性や崇高な倫
理観を併せ持ち，国際的にも
活躍できる人材を育成する。

【卒業後の進路】

教育関係機関（教員など），公務員（国
家公務員，地方公務員），材料・化学
メーカー，装置製造，環境分析，機械，
電気・電子，自動車，石油化学，食品，
化粧品，医・農薬，基礎医学，ライフサ
イエンス，バイオテクノロジーなどにお
いて新規材料開発や分析・解析等を行
う民間企業や研究所，大学院進学など

地球構成要素の特性，自然現
象の発生機構，自然災害の進
行準備過程，災害に対する生
命財産と構造物の保全策など
の教育を行い，総合的な防災
力を兼ね具え，持続可能な自
然共生型社会の構築・発展に
貢献できる人材を育成する。

【卒業後の進路】

教育関係機関（教員，博物館学芸員，
出版社，研究支援員など），公務員
（国家公務員，地方公務員），コンサ
ルタント（環境・地質・土木・建設・測量
など），ゼネコン，プラントメーカー，住
宅メーカー，工務店，資源関連産業
（環境・地盤・エネルギー・リサイクル
など），地域づくり推進機関（NPO，自
治体職員），大学院進学など

高度情報化社会で活躍
できるリーダーを育成



 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１ 数学物理学科の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



数学物理学科の概要

教育関係（教員や学習塾関係など）, 電気情報関連製造

業（電気メーカー, 情報機器メーカー, 機械メーカー, ソフト

ウェア会社, など）, 公務員（国家公務員・地方公務員）, 金
融関係（銀行など）,製造業関係、大学院進学など。

卒業後の進路

各専門分野 (数学、物理科学) に関する知識、論理的思考力,
問題解決能力を身に付け, そしてそれらを駆使することにより

基礎理学の進展と応用を目指し, 社会における様々な分野で

活躍できる人材を育成する。

養成する人材

推薦入試

前期入試

・数学受験

・物理受験

・化学受験

後期入試

社会人入試

３年次編入

募集人員（55名）

数学と物理学は自然科学を支える重要な分野として一般に認識されている．歴史的に見てみると数学は物理学から動機付けを与えられて発展してきたことがあ

り,そしてまた物理学は数学の言葉を用いて記述されるということを考えると,数学と物理学は学問としても強いつながりを持つ。

自然科学の基盤をなす両分野が同一学科に配置されることは, 両分野の理解を相乗的に高める効果をもたらすとともに, 理工学部の共通基礎としての数学・物

理科学の教育や,基礎科学の継承とその発展に寄与することができる。

学科改組の趣旨

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー ディプロマ・ポリシー

・数学または物理学の専門知識を修得するために必要な
基礎的事項を理解している。

・数や図形などの数学的対象，自然の本質的現象や法則
に関心がある。
・基礎理学として数学または物理学を学ぶ意欲がある。

・数学または物理学を核として学びつつ，他の分野にも知
見を広める意欲がある。

数学コースでは，論理的思考力や問題解決能力を涵養し，

身に付けた力を社会の様々な分野で十分に発揮できる人

材を育成するためのカリキュラムを編成する。物理科学

コースでは，物質がその階層に応じて示す基本法則，現

象，性質などの自然の本質を理解しつつ実生活に応用で

きる人材を育成するためのカリキュラムを編成する。

数学的・論理的な判断ができ，自然法則に基づき現象や

問題を捉え，課題や問題を的確に表現し，持てる知識を適

切に応用して問題を解決していく態度を涵養する。

理工学部の共通基礎
としての数学・物理科学の教育

数学分野

解析学, 幾何学, 代数学, 確率・統計数学に関する基礎的概

念および専門知識を学び, その学習を通して論理的思考力を

身に付け, 社会の様々な分野で力を発揮できる人材の育成を

目指す。

物理科学分野

素粒子から原子核, 原子・分子の集合体としての固体, 更には無機化合物など

の複合物質から星や宇宙まで, 物質がその階層に応じて示す基本法則, 現象,
性質などを学ぶことにより, 雄大な自然とそこに潜む美に対して畏敬の念をいだ

きつつ,社会の多種多彩な分野で独創性を発揮できる人材の育成を目指す。

学問としての
強いつながり



 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－２ 情報科学科の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



情報科学科の概要

電気情報関連製造業（電気メーカー, 情報機器メーカー,
機械メーカー, ソフトウェア会社など）, 教育関係（教員や

専門学校など）, 公務員（国家公務員・地方公務員）、金融

関係（銀行など）,大学院進学など。

卒業後の進路

数理的基礎力, および, 情報科学に関する専門知識を身に付

け, 論理的思考力, 問題解決能力を駆使することにより, 高度

情報化社会における様々な分野で活躍できる人材を育成す

る。

養成する人材

推薦入試

前期入試

・数学受験

・物理受験

・情報受験

後期入試

社会人入試

３年次編入

募集人員（30名）

情報科学科は, ソフトウェア工学系教員の新規採用1名と工学系科目の強化を行うことで, 理工学部の基盤となる情報科学分野の教育を担う．また, 計算システ

ム科学,ソフトウェア科学,数理情報学の各分野において,数理的基礎力を重視した専門知識を体系的に修得させることを目指し,高度情報化社会の急速な発展

に対しても, 修得した知識や技能を活かして数理的・論理的かつ柔軟に解決し活躍できる人材の育成を目指す。また, 地域の教育界への教員養成（中学高校な

どの情報・数学）による貢献を含め,社会における様々な理系分野で活躍できる人材も育成する。

学科改組の趣旨

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー ディプロマ・ポリシー

・情報科学の専門知識を修得するために必要な基礎的事
項を理解している。

・コンピュータや情報通信技術，アルゴリズムやプログラミ
ングなどに関心がある。

・情報科学の広範な学問分野を学び，高度情報化社会で
活躍する意欲がある。

・情報科学を核として学びつつ，数学や物理学にも知見を
広める意欲がある。

情報科学科では，情報科学，情報工学の「計算システム
科学」，「ソフトウェア科学」，「数理情報学」分野に関する
知識及び情報処理能力を涵養し，その学習を通して論理
的思考力を身に付け，さらには高度情報化社会で活躍で
きる人材を育成するためのカリキュラムを編成する。

計算システム科学，ソフトウェア科学，数理情報学の各分

野における専門知識を体系的に修得し，数理的・論理的な

判断ができ，情報倫理に基づいてハードウェアとソフトウェ

アに関する専門知識を適切に活用できる能力を涵養する。

科目構成と教育内容

数理情報学

数値解析, 離散数学, 情報理論, 情報解析学などに関する基礎的概念お

よび専門知識を学び, その学習を通して論理的思考力を身に付け, 社会

の様々な分野で力を発揮できる人材の育成を目指す。

計算システム科学

コンピュータアーキテクチャ, オペレーションシステム論, デジタル回路,

情報ネットワーク論などに関する基礎的概念と専門知識を学び, コン

ピュータの構成や原理について基本から深く学ぶ。

ソフトウェア科学

プログラム言語論, アルゴリズムとデータ構造, ソフトウエア工学, データシステム

などに関する専門的な知識を実践的に学び, さらにプログラミング演習などを通じ

てICTシステムの開発・運用で活躍できる能力を涵養する。

k78282239
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資料８－３ 生物科学科の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



南四国におけるフィールド実習・現地調査

アドミッションポリシー

生物科学科の概要

地域に根ざした『生物多様性』の保全を担える人材育成を目指して

【社会的背景】
国内外（国連～政府～高知県）
で認識される生物多様性の重要性

【人材ニーズ】
生物多様性を理解できる人材

＋多様性の背景を理解し，
保全の方策に生かす人材

・生物科学の専門知識を修得するために必要な基礎的事項を理解し
ている。
・事実を客観的にとらえ，合理的な思考により判断できる。

・生物多様性，自然環境保全，分類学，生態学，古生物学，比較生化
学，細胞生物学，生理学，分子進化学等の様々な分野に関心がある。

主に共時的観点を持つ「生物学」の分野に，通時的な観点を持つ
「古生物学」を統合することにより，生物学に加えて進化の歴史も
踏まえた幅広い総合的な観点からの生物科学の知識を有し，野
外調査や実験手法の基礎も身に付けた人材を育成するためのカ
リキュラムを編成する。

修得した知識と技術に基づき，関連分野の成果を共時・通
時的視点からも理解できる能力，及び生物科学に関わる
諸問題を解決する能力を涵養する。

カリキュラムポリシー ディプロマポリシー

【人材育成に必要な教育内容】

生物圏における生物の在り方を
総体的に把握する学問

従来の生物学分野
＋

古生物学的素養
（38億年の地球生態系の歴史）

【新しい教育組織への改革】

分類学，生態学，
生理学，細胞学，
理論生物学

（比較生化学）

（古生物学）

生物科学
コース

海洋生命・
分子工学コース

地球科学コース

新しい

生物
科学科

に統合

社会から
の要請

マクロ系科目（個体～生態系） から
－ 分類学，生態学，古生物学，理論生物学 －

ミクロ系科目（分子～細胞） まで
－ 生理学，比較生化学，細胞生物学 －

生物科学に関する幅広い教養科目

通時的な視点を新たに導入
－ 古生物学，進化生物学 －

さまざまな生物を網羅
藻類，蘚苔類，地衣類，種子植物，原生動物，
無脊椎動物，昆虫，魚類，哺乳類‥‥

教育
の実現

学科教育の特徴

卒業後の進路

卒業生（学士（理学））

分子・細胞～個体・生態系〜生物進化
まで生物多様性を中心に
幅広い生物科学を修め，地域に根ざ
す環境教育，保全活動，バイオ関連
産業などを担える人材

養成する人材

教育関係（教員，学芸員，出版社な
ど），公務員（国家公務員・地方公
務員），環境関連産業，環境・地質
コンサルタント，食品産業，地域づく
り推進機関（NPO，自治体），バイ
オ産業，大学院進学など

３年次編入

募集人員（45名）

推薦入試

入
学

卒
業

卒業生（理学士）

化石観察採集会
小中高等学校における

自然・環境教育の実施
希少野生動植物の保存推進・保護指導
バーチャル自然史博物館の公開
蘚苔類標本コレクション

環境行政に関する委員会のリーダー
ジオパーク認定サポート
伝統的産業への寄与

（宝石サンゴ・備長炭など）

地域のシンクタンクとして

行政・事業・産業

学術活動

高知県の豊かな自然 ・ 特徴ある地質と植生 ・ 活発な地元の生物関連活動

地域の豊かな自然の活用地域に根付いた人材の受け入れ 地域の活性化に寄与

地域との密接な関わり

様
々
な
地
域
の
環
境
保
全

を
支
え
る
人
材
の
育
成

後期入試

社会人入試

前期入試

学科改組の趣旨

k78282239
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資料８－４ 化学生命理工学科の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



化学⽣命理⼯学科の概要

【アドミッションポリシー】 【カリキュラムポリシー】 【ディプロマポリシー】

・化学や⽣命科学の専⾨知識を修得するために必要な基
礎的事項を理解している。
・持続可能な社会を⽬指すための諸問題に⽬を向け，化
学や⽣命科学の領域から解決しようとする意欲がある。
・⾃然現象や⾝近な現象を科学的かつ論理的に考えるこ
とができる。
・化学反応や⽣命現象に関⼼がある。

化学と⽣命科学に関する基礎知識および応⽤能⼒・実験技術
を⾝につけ、⽣命・環境・材料など現代および将来的に社会
で⽣じる重要な課題に対して解決できる能⼒および豊かな⼈
間性や崇⾼な倫理観を併せ持ち、国際的に活躍できる研究
者・技術者を育成するためのカリキュラムを編成する。

化学や⽣命科学の基礎⼒を⾝につけ、実験事実を
論理的に考察する能⼒、⼯学的応⽤分野への展開
能⼒、学際分野にも⾼い関⼼を⽰し、地域・社会
が求める重要課題の解決に挑む能⼒を涵養する。

卒業後の進路

＜⺠間企業＞材料・化学メーカー，装置製造，
環境分析，機械，電気・電⼦，⾃動⾞，⽯
油化学，⾷品，化粧品，医・農薬，臨床検
査・診断

＜公務員＞国家公務員，地⽅公務員

＜教育機関＞⾼校教員

＜その他＞⼤学院進学

募集⼈員（70名）
前期⼊試 ⼤学⼊試センター試験

個別学⼒検査（化学/⽣物/物理受験）
後期⼊試 ⼤学⼊試センター試験

⾯接
推薦⼊試Ⅰ ⼝頭試問＆⾯接（化学/⽣物受験）
3年次編⼊ ⼝頭試問（化学/⽣物受験），⾯接
社会⼈⼊試 ⼝頭試問＆⾯接（化学/⽣物受験）

養成する⼈材

理学的思考と⼯学的思考をシームレスに連携さ
せた教育研究を通して，化学と⽣命科学に関する
専⾨知識をもとに，新しい物質材料の創製，機能
物質の開発やグリーンケミストリー，ライフサイ
エンス及びバイオテクノロジー等の様々な課題に
対応し，社会の要請に柔軟かつ創造的に対応でき，
豊かな⼈間性や崇⾼な倫理観を併せ持ち，国際的
にも活躍できる⼈材を育成する。

学科改組の趣旨

☞ ものづくり技術の継承，⼈材育成（⽇本再⽣プロジェクト）
☞ 持続可能な資源利⽤＆低炭素社会の実現（JST「科学技術イノベーション創出に向けた研究開発戦略」）
☞ “治療から予防へ” ⾰新的な診断⽅法の開発（健康・医療戦略推進本部「健康・医療戦略」）
☞ バイオ技術進展による産業創出（経団連⻑期ビジョン）

“グリーン・イノベーション” & “ライフ・イノベーション”
「イノベーションを推進する⼈材育成」が重要課題（第4期科学技術基本計画）

地域的・社会的ニーズ

超⾼齢化社会の到来

医療費の増大

急速な少⼦化による⼈⼝減少

産業基盤の脆弱化＆経済の衰退
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資料８－５ 地球環境防災学科の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地球環境防災学科の概要

教育関係（教員や学芸員など）, コンサルタント（環境・地

質・土木・建設・測量など）, ゼネコン、プラントメーカー, 住
宅メーカー, 工務店, 公務員（国家公務員・地方公務員）,
資源関連産業（環境・地盤・エネルギー・リサイクル等）,
地域づくり推進機関（NPO, 自治体職員）, 大学院進学など。

卒業後の進路

地球環境と自然災害および防災に関する基礎および専門知識と

スキルを身につけ、環境変化や自然災害リスクに対処できる問題

解決能力を有し、持続可能な自然共生型社会の構築・発展に貢

献できる高度職業人・技術者・教員・地域リーダーを育成する。

養成する人材

AO入試

推薦入試

前期入試

後期入試

社会人入試

3年次編入

募集人員（40名）

地球環境防災学科は、異なる時間スケールで自然災害を扱っている理学部理学科と応用理学科、農学部の人材を集約し、理工融合の教育体系を創出する。

卓越した自然資源・教材・研究対象を有する高知の立地と、自然災害科学・地質学・地球物理学・防災工学の多様な人材資源、これまで防災啓発・教育活動を

通じて行ってきた地域との連携を活かして、南海トラフ巨大地震や気候変動に伴う災害激化といった将来課題に対して災害に強い国土・地域の構築を担う人材、

自然資源の有効活用を行い地域リーダーとなる人材の育成を行う。

学科改組の趣旨

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー ディプロマ・ポリシー

・地球の成り立ち，自然現象の発生機構，防災の専門知
識を修得するために必要な基礎的事項を理解している。

・自然との共生や国土の望ましい姿を模索・創造するため
の広い視野と柔軟な思考力を身に付ける意欲がある。

地球環境と自然災害に関する基礎および専門知識と課題

探求能力を身につけ、自然が関わる現象（環境・防災・減

災・地域作り）に対して適切な課題設定のもと問題を解決

する能力を備えた人材を育成するためのカリキュラムを編

成する。

異なる時間スケールで地球環境・自然災害をとらえ，環境

変化や自然災害リスクに対処できる問題解決能力を有し，

持続発展可能で強靭な自然共生型地域社会を構築する

意思と能力を涵養する。

地球環境変動分野

地震学、地震地質学、岩石学、物理探査法、テクトニクス、気象学、大

気環境工学、野外調査法基礎、地球観測学実験などの学習を通じて、

自然環境と自然災害に関する基礎および専門知識とスキルを身につ

ける。

地盤工学、水理学、構造力学、国土保全工学、耐震工学、防災施設工学、

防災工学実験などの学習を通じて、防災工学と自然災害に関する基礎およ

び専門知識とスキルを身につける。

防災工学分野
自然との共生と
総合的な防災
力向上に資す
る人材育成
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資料９ 「教授会」及び「学部運営委員会」の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＰＤＣＡ
サイクル

「教授会」及び「学部運営委員会」の役割

理工学部
教授会

理工学部運営委員会
※委員の過半数は学外有識者で構成

・教育課程、教育プログラムの編成
・学位の授与
・学生の身分審査
・学生の就職支援
・中期計画、予算
・教員配置
・その他教育研究の重要事項 ・学部運営全般

・教育課程、教育プログラム
・学生の就職支援
・その他教育研究の重要事項 等

学部運営の協議・遂行 学部運営に対する提言・評価

学
部
長

副
学
部
長

理
工
学
部
教
員

所
属
部
門

学
外
有
識
者
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